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【レビュー】
ロバート・S・キャプランと管理会計
―通念を超えて、会計学の研究分野に新境地を切り開く―
森本　博行
１．はじめに
　ロバート・S・キャプラン（Robert Samuel Kaplan）は、現在78歳、ハーバード・ビ
ジネススクール（HBS）のマービン・バウワー・リーダーシップ開発記念講座名誉教授
およびシニア・フェローである。管理会計（managerial accounting）分野ではABC
（activity-based costing：活動基準原価計算）とBSC（Balanced Scorecard：バランス・
スコアカード）の提唱者のひとりであり、だれでも認める管理会計の権威である。
　しかし、キャプランは、大学や大学院の教育課程で会計学を専攻したことはなかった。
ちなみに、キャプランの冠名となっているマービン・バウワーは、経営コンサルティング・
ファームとして著名なマキンゼーのマネージング・ダイレクターであり、リーダーシップ
を発揮して、今日的な経営コンサルタントのスタイルを築き、その地位を高めた経営者の
ひとりである。HBSでは、最高位に位置する冠名の記念講座である。
　出身大学であるマサチューセッツ工科大学で、キャプランは、学部、修士課程を通じて
電子工学を専攻した。Ph.D.プログラムでは、オペレーションズ・リサーチ（以下OR）
の教育研究分野では世界的に著名なコーネル大学のORIE（School of Operations 
Research and Information Engineering） に 進 学 し、1968年、 博 士 論 文“Optimal 
Policies for Inventory and Investment decisions over time（継続的な在庫と投資の意思
決定のための最適な施策）”で、ORのPh.D.を授与された。
　本稿の目的は、学士課程および修士課程では電子工学を学び、ORであるキャプランが、
管理会計研究の権威者となる経緯を紹介することで、研究者として生き方を示すことにあ
る。
２．アメリカ会計学会を先導したユウジ・アイジリ（井尻雄士）と
の出会い
　ORを専攻したキャプランが、管理会計研究の第一人者となるには、人との出会いがあっ
た。
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　キャプランは同年、カーネギ・メロン大学のビジネススクールであるGSIM（Graduate 
School of Industrial Management：現テッパー・スクール・オブ・ビジネス、以下カ－
ネギ・メロン）の会計学の助教授として採用された。
　キャプランは、1977年から1983年までカーネギ・メロンの学長を務めた後、1884年に
HBSに招聘されて管理会計の教授に就任した。
　キャプランがカーネギ・メロンの会計学の助教授とした採用されることになったのには、
偶然の出会いがあった。
　キャプランがカーネギ・メロンに採用される前年の1967年、若干32歳の若さで、先鋭的
な会計学の研究者であるユウジ・アイジリ（Yuji. Ijiri：井尻雄士）が会計学の正教授と
してスタンフォード大学からカーネギ・メロンに招聘された。アイジリは、カーネギ・メ
ロンからPh.D.を授与されているので、戻ってきたというべきかもしれない。
　カーネギ・メロンに採用されたキャプランは、Accounting ReviewとJournal of 
Accounting Research Reviewといった会計学のジャーナルに４つの論文を投稿したが、
アイジリとの共著（たとえば、“Probabilistic Depreciation and its Implications for 
Group Depreciation”with Yuji Ijiri, Accounting Review 44（October, 1969）であった。
　アイジリは、後に会計学の分野で多数の栄誉を受け、後にアメリカ会計学会（AAA）
の会長まで務める傑出した会計学の研究者であり、しかもその人生はまさに伝説的であっ
た。
　神戸市に生まれたアイジリは、戦災によって奈良に転居したが、幼くしてそろばん塾に
通い、14歳の時には家業のベーカリーの帳簿づけ行うようになり、簿記会計に興味を持つ
ようになった。
　アイジリは、奈良商業高校在学中の1952年に公認会計士一次試験に合格し、翌1953年に
同二次試験にも合格した。高校卒業後、京都の会計事務所で３年間の実務実習を経て、
1956年、21歳の若さで公認会計士となった（今日まで公認会計士取得の最年少記録を保持
している）。アイジリは、その間、働きながら、夜学である同志社大学短期大学部商経科
を卒業し、さらに立命館大学法学部で学び、法学士の学位も得た。
　アイジリは、大学卒業後、東京に出てプライス・ウォターハウスなどの会計事務所に勤
めていたが、1959年に渡米するとミネソタ大学に進学し1960年に修士号を取得し、さら
に1963年にカーネギ・メロンのGSIMでPh.D.を授与された。その年にスタンフォード大
学の助教授として採用された。
　日本で出版されたアイジリの著作をみると、カーネギ・メロンでの博士論文である
“Management Goals and Accounting for Control”を邦訳した『計数管理の基礎』（岩
波書店、1970年）、『会計測定の基礎』（東洋経済新報社、1968年）、『会計測定の理論』（東
洋経済新報社、1976年）であり、従来の会計学にはなかった数学的な「測定評価」という
概念を持ち込み、会計学を科学にしたと言われており、日本の管理会計学の発展に多大の
影響を与えた。
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　アイジリは2012年にカーネギ・メロンを退職され、2017年１月に逝去（享年81歳）され
たが、アイジリとの出会いが、若きキャプランのその後の研究者として人生を変えること
になった。
　キャプランは、Yujiと呼ぶアイジリとの出会いについて、次のように語っている。
　「コーネルのオペレーションズ・リサーチのPh.D.プログラムを修了後、多数の大学で
（採用の）面接を受けた。カーネギ・メロンのDeanは、私の能力を評価してくれたが、
カ－ネギ・メロンが必要としていたのは会計学の教員であった。
　『カ－ネギ・メロンに来て会計学を教えられますか』と問われたが、過去に会計学の科
目はひとつしかとったことがなかった。するとDeanは『それは問題ないよ。Yujiが教材
を選ぶので、あなたはYujiに習いながら一緒に教えて下さい』と言われて、カ－ネギ・メ
ロンの会計学の助教授に採用された。
　初年度、会計学の教材の中に減価償却の会計処理について不備を見つけて、それについ
て教授であるYujiとの共著で論文を書いた。Yujiと一緒に教え始めた１年半のうちに４つ
の論文を書き、いずれも会計学会のジャーナルに掲載された。そのうち統計的測定に関す
る論文が賞を得たと記憶している。
　実際に、私はオペレーションズ・リサーチから会計学に研究分野をシフトしたが、それ
はすべてYujiと一緒に（カーネギ・メロンで）教えたことによる。彼は物事をいつも通念
とは異なる視点に立って考えた。言うまでもなく、その考え方が私の人生を変えた」と述
べている 1 。
３．管理会計の刷新をめざしてABC（活動基準原価計算）に取り
組む
　キャプランが、ハーバード・ビジネス・レビュー（HBR）に最初に寄稿した論文の、
“Yesterday’s Accounting Undermines Production.”HBR July-August 1984（未訳）
である。
　製造力の強化が世界的な競争優位の源泉となる競争環境にある中で、企業は製造技術や
製造プロセスの革新に取り組んで来たのに対して、多くの企業の原価計算は、前世紀に開
発された古い会計学の考え方や方法に基づいており、財務報告制度にもとづいた会計情報
は経営管理の役立たず、企業の意思決定を誤らせる、というのが、論文でのキャプランの
主張であった。
　後にH・T・ジョンソンとの共著で著し、アメリカ会計学会賞 2 を受賞した、“Relevance 
Lost: The Rise and Fall of Management Accounting.”with H. Thomas Johnson 1987
1 　“Master Mentor Accounting Giant: Yuji Ijiri”Tepper School of Business, Tepper Magazine, Winter 
2012より。
2 　the winner of the American Accounting Association's Deloitte Haskins and Sells/Wildman Award 
Medal.
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（H.T.ジョンソンとの共著、邦訳『レレバンス・ロスト－管理会計の盛衰』白桃書房、
1992）の下敷きとなった論文である。共著者のジョンソンは、経済史のPh.D.でありなが
ら公認会計士の資格をもち、当時、オレゴン州のポートランド州立大学の会計学の教員で
あった。HBRのキャプランの論文を読んだことが同書を出版する契機となった。
　原価計算における製造間接費の配賦についての議論は、HBRでは、キャプランの“One 
Cost System Isn’t Enough.”HBR January-February 1988（邦訳「管理者に有効なコス
ト情報をもたらす管理目的に応じたコストシステムの併用」DHBR、1988年５月号）と
Jeffrey G. Miller and Thomas E. Vollman“The Hidden Factory.”HBR September 
1988（未訳）があった。
　前述の“Relevance Lost: The Rise and Fall of Management Accounting.”の内容、特
に第三章（能率、利益および科学的管理：1880年－1910年）、第６章（原価管理から原価
計算へ）に最も影響を与えたのが、ロビン・クーパーであった。クーパーは、イギリス人
であり、マンチャスター大学で化学を学び、HBSでMBAを修得し、さらに1982年にDBA
を授与された後、講師やコンサルタントの仕事に携わっていた。
　キャプランは、ロビン・クーパーとABCについて理論の精緻化をはかった。ABCでの
製造間接費の配賦は、消費される資源の原価を把握し、その資源が消費される活動ごとに
蓄積される「コスト・プール」となる区分ごとに配賦基準（コスト・ドライバー・レート）
を決定して配賦を行うという考え方に基づいている。経営陣は、ABCを利用することで
製品別、顧客別の収益性を認識し、業務プロセスや製造プロセスのどの部分を改善すれば
よいのか、経営の意思決定の精緻化をめざすものである。
　ABC に つ い て の 最 初 の 共 著 論 文 は、“Measure Costs Right: Make the Right 
Decisions.”HBR September 1988（邦訳「戦略決定に有効なコスト情報をもたらす活動
基準型原価システム」DHBR、1989年５・６月号）であり、“Profit Priorities from 
Activity-Based Costing.”HBR May-June 1991であった。
　ABCが企業会計に普及するについて課題も現れた。ひとつは、ERP（Enterprise 
Resource Planning：統合基幹業務）システムとの統合問題であり、他はABCのコスト・
プールをとコスト・ドライバー・レートに必要な情報の収集を大規模かつ継続的に行う場
合に「非常な労力」を必要とするという、ABCモデル構築の複雑性の問題であった。
　ERPは、企業の経営資源の効率化や迅速な意思決定に必要なデータをリアルタイムに
提供することを目的している。90年代にはいってABCの考え方が企業に普及するにつれて、
ERPに組み込まれたオペレーショナル・コントロール・システムと統合されるように
な っ た。“The Promise -and Peril- of Integrated Cost Systems.”HBR July-August 
1998（邦訳「ABCとオペレーショナル・コントロールの統合システム」DHBR、1999年２・
３月号）では、オペレーショナルコントロール・システムは、事業単位ごとの効率性や収
益性の情報を提供することを目的としており、ABCで捉えられるコスト計算は異なった
結果になるので、システムの統合リスクを回避することの配慮が必要であり、最適なシス
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テ ム の あ り 方 を 提 言 し た。 書 籍 と し て は、“Cost and Effect: Using Integrated Cost 
Systems to Drive Profitability and Performance.”1998（ロビン・クーパーとの共著邦訳
『コスト戦略と業績管理の統合システム』（ダイヤモンド社、1998）を上梓している。
　後者のABCモデル構築の複雑性の問題に対しての解決策の提案が、TDABC（Time-
Driven Activity-Based Costing：時間主導型活動基準原価計算）である。HBRの論文と
し て は、“Time-Driven Activity-Based Costing.”with Steven R. Anderson, HBR 
November 2004（邦訳「時間主導がたABCマネジメント」DHBR、2005年６月号）、書籍
として、“Time-Driven Activity-Based Costing: A Simpler and More Powerful Path to 
Higher Profits.”with Steven R. Anderson, 2007（邦訳『戦略的収益費用マネジメント』
(S.R. アンダーソンとの共著、日本経済新聞出版社、2011)がある。
　キャプランは、ABCからTDABC（時間主導型活動基準原価計算）へと理論の修正をは
かってきたが、TDABCをアメリカの増加する医療費についてマネジメント・アカウン
ティングの立場でその研究に取り組んでいる。特に、医療費削減の問題について、マイケ
ル・E・ポーターとの共著論文として、“How to Solve the Cost Crisis in Health Care.” 
With Michael E. Porter, HBR, September 2011（ 未 訳 ）、“How to Pay for Health 
Care.”HBR July-August 2016（未訳）がある。
４．デイビット・P・ノートンとバランス・スコアカード（BSC）
の開発
　BSCについての著作は、すべてデイビット・P・ノートン（David P. Norton）との共
著であり、ノートンとの出会いもその後のキャプランの研究領域をさらに深めることに
なった。
　ノートンは、キャプランとは同年代の1941年生まれの当年76歳で修学経験もキャプラン
と類似していた。大学では電子工学を専攻し、フロリダ工科大学でORの修士号を得て、
さらにフロリダ州立大学でMBAを取得し、ハーバード・ビジネススクールのDBAプログ
ラムに進学した。DBAプログラムでの専攻分野はORであり、DBAを取得後、ITマネジ
メントの教授であったであったリチャード・L・ノーラン（Richard L. Nolan）と、1975
年にコンサルティング・ビジネスのノーラン・ノートン（Nolan, Norton & Co.）を設立
した。ノーラン・ノートンは、世界四大会計事務所のひとつであるKPMGにその後買収
されて、KPMGの研究部門のノーラン・ノートン・インスティチュートとなった。
　キャプランとノートンとの出会いは、1990年にKPMGのノーラン・ノートン・インス
テ ィ チ ュ ー ト が 主 催 し た、“Measuring Performance in the Organization of the 
Future”（将来の企業における業績評価）についての研究プロジェクトであった。研究プ
ロジェクトは、従来の財務的な業績評価指標だけで企業評価することが将来的な企業価値
を阻害するのではないか、財務と業務の両面をバランスさせる業績評価指標が必要ではな
いか、という問題意識にもとづいていた。特に顧客のブランド・ロイヤルティ、製品デザ
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イン力や学習する組織文化などの企業固有の無形資産が競争優位の源泉となっていたにも
かかわらず、それが生み出す価値について既存の財務的な業績評価指標には限界があった。
　研究プロジェクトは、前述の“Relevance Lost: The Rise and Fall of Management 
Accounting.”with H. Thomas Johnson 1987がプロジェクト発足の起点となっていた。
同書では、19世紀のから現代にいたるアメリカの大企業の発展過程におけるマネジメン
ト・アカウンティングの進化を概観し、製造の国際化や製造技術の革新、製品事業の多角
化の進んだ現代企業におけるマネジメント・アカウンティングの新たな視点と方法の必要
性が主張された。その著者のひとりであり、ハーバード・ビジネススクールの会計学の教
授であったキャプランが、プロジェクト・メンバーとして招聘された。
　ノーランがプロジェクト・リーダーとなり、さまざまな業界から参加者を得て、月２回
のペースで開かれ、１年間続いた。BSCは、ビジョンと戦略を財務、顧客、業務プロセス、
学習と成長の可能性という四つ視点で具体的に落とし込み、事業の成果を多面的に評価す
るためのフレームワークである。研究会では、いくつかの参加企業で試行的にプロトタイ
プを導入し、問題点を検討した。
　キャプランとノートンは、新たな業績評価システムとしてのBSCの導入可能性と成果に
ついて報告書にまとめた。ハーバード・ビジネス・レビューにキャプランとノートンとの
最 初 の 共 著 論 文 と し て 寄 稿 し た の が、“The Balanced Score-Measures that Drive 
Performance.”HBR January-February 1992（邦訳「新しい経営モデル　バランス・ス
コアカード」DHBR、初掲1992年５・６月号、再掲2003年８月号）であった。ノートン
はノーラン・ノートン・インスティチュートを辞め、BSCのコンサルティング会社を立ち
上げた。
　キャプランとノートンのふたりは、その後BSCの導入の課題について、“Putting the 
Balanced Scorecard to Work.”HBR September-October 1993（邦訳「バランス・スコ
アカードの導入インパクト」DHBR、初掲1994年１・２月号、再掲2003年８月号）、さら
にBSCの よ る 戦 略 経 営 へ の 転 換 に つ い て、“Using the as a Strategic Management 
System.”HBR January-February 1996（邦訳「バランス・スコアカードによる戦略的マ
ネジメントの構築」DHBR、1997年１・２月号）をハーバード・ビジネス・レビューに寄
稿した。また、それまで三部作を書籍として“The Balanced Scorecard: Translating 
Strategy into Action.”（邦訳『バランス・スコアカード』（生産性出版、1997年、新訳版
2011年 ） を、 さ ら に“The Strategy-Focused Organization: How Balanced Scorecard 
Companies Thrive in the New Business.”2000（邦訳『戦略バランストスコアカード』
東洋経済新報社、2000年）を上梓した。
　BSCは、無形資産が競争優位の源泉として将来的な価値の可能性を評価し、経営戦略の
策定に際して具体的に組み入れることを可能にしたが、いくつかの導入企業をみると戦略
の実効性についての問題があった。戦略を実際に実行する組織メンバーの個々の業務が組
織全体の目標にどのように結びついているのか、業務プロセスの優先順位はどうなってい
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るのかなど、企業目標に向けて組織メンバーをマネジメント・システムとして統合するた
めのツールとして「戦略マップ（Strategy Map）」と「戦略テーマ（Strategic Themes）」、
さらに戦略と業務の統合されたマネジメント・システムについて提言した。
　「戦略マップ」については、“Having Trouble with your Strategy? Then Map It.” 
HBR September-October 2000（邦訳「バランス・スコアカードの実践ツール：ストラ
テジー・マップ」DHBR、2001年２月号）、さらに戦略マップを無形資産の評価に応用し
た “Measuring the Strategic Readiness of Intangible Assets.”HBR February 2004（邦
訳「バランス・スコアカードによる無形資産の価値評価」DHBR、2004年４月号）、書籍
としては、“Strategy Maps, Converting Intangible Assets into Tangible Outcomes.”2004
（邦訳『戦略マップ　バランス・スコアカードによる戦略策定・実行フレームワーク』ラ
ンダムハウス講談社、復刻版東洋経済新報社）を上梓している。
　「戦略テーマ」については、“How to Implement a New Strategy Without Disrupting 
Your Organization.”HBR March 2006（邦訳「戦略テーマ　BSCの新ツール」2006年
６月号）、さらに戦略マップと戦略テーマをマネジメント・プロセスとして循環させるマ
ネジメント・システムを提言した論文が、“Mastering the Management System.”HBR 
January 2008（邦訳「戦略と業務の統合システム」DHBR、2008年４月号）である。
　また、BSCから生み出された戦略を継続的に管理して実効性を高めるための組織として
OSM（Office of Strategy Management）が必要であることに気付いた。その提言が、“The 
Office of Strategy Management”HBR October 2005（邦訳「戦略管理オフィスの活用法」
DHBR、2006年３月号）である。
　ふたりは、戦略の実効性を高める集大成の著作として、“The Execution Premium: 
Linking Strategy to Operations for Competitive Advantage.”2008（未訳）を出版してい
る。
５．人との出会いや交流と研究者としての模索が、管理会計分野の
偉大な業績となった
　今日の著名な会計学者としてのキャプランの研究者人生となったのが、アイジリこと
Yujiの愛称で呼ばれた井尻雄士との最初の出会いであった。その時、井尻雄士は、33歳に
してカーネギ・メロンの会計学の正教授であり、キャプランは28歳で会計学のいわば助教
の立場のアシスタント・プロフェッサーであった。キャプランが語ったように、彼から学
んだことは、既成理論や通念を超えて、現象に対する柔軟な思考であった。
　キャプランは、ABC、BSCの提唱者として有名である、そればかりでなく、管理会計
分野で多数の論文を執筆している。HBRには共著を含めて26論文を、さらに会計学の
ジャーナルを合わせると175論文にのぼる。それらの論文テーマや共著者を見ると、人と
の親交を深め、交流によって、新たな理論を生み出してきたことが推察できる。それは、キャ
プランがもともと教育課程において、専門的に会計学を勉強したことがなく、学界の通年
『グローバルマネジメント』第２号
－8－
にこだわることがなかったという点にある。
　キャプランの人生は、企業活動の現実を測定・評価し、それを実際の企業の経営戦略に
反映させるために会計情報はいかにあるべきか、という問題意識に立って、多くの人との
交わりの中で究めてきたが、一方、ひとりの孤高の研究者として模索する毎日であったよ
うに思われる。
　前述の管理会計の発展の起点となった名著“Relevance Lost: The Rise and Fall of 
Management Accounting.”with H. Thomas Johnson 1987（邦訳『レレバンス・ロスト
－管理会計の盛衰』白桃書房、1992）の巻頭にミルトンの『失楽園』の一節が掲げられて
いた。人との交流の中に研究を極めながらも、飽くなき好奇心を持ち、なお思索に沈潜す
るキャプランの心境がうかがえる。
　
群れを離れて寂しい丘の上に腰を下ろし、
崇高な思索に沈湎（ちんめん）し、
高遠な理論を果てしなく模索し、……迷路に陥る者もいた。
